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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭 と村をつくります。
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「
融
和
・
親
睦
・
連
帯
」

第
三

十
三
回

村

民

体

育

大

会

（
七
月
十
九
日

佐
井
中
グ
ラ
ン
ド
）

今 月 の 紙 面

２～５ むらの話題

６～９ あしらせ

１０ 国保のしおり

１１～１２ 交毋だより

１３～１５ 教育だより

１６～１７ イ呆健婦だより

１８ 税務だより

１８～１９ 年 金

２０ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

元

気

い

っ

は

い

保

育

所

大

運

動

会

六
月
二
十
六
日
、
テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
広
げ
よ
う
友
だ
ち
の
輪
」
を

も
と
に
、
牛
滝
、
福
浦
地
区
の
友
だ
ち
と
一
緒
の
運
動
会
で
楽
し
い
Ｉ

六
月

二

十

二

日

佐

井

小

学
校

を

会

場

に

グ
ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

と

ぺ

夕

ン

ク
の
講

習
会

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

今

回

の

企
画

は

、

顫
青

森

長

寿

社

会

振

興

財

団

が

県

内

三

ケ

所

（
佐
井

村

、
中

里
町

、
名

川

町

）
で
開

催

し

、

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

の
振

興

彑

咼
齢

者

の

健
康

を

目
的

と
し

て

い
ま

す

。

当

日

は
大

間
町

か

ら

も
老

人

ク

ラ
ブ
十
名
が
参
加
し
、
総
勢
六
十

名
で
講
師
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
ペ
タ
ン
ク

も
手
軽
で
ル
ー
ル
も
簡
単
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
楽
し
く
飽
き
の

こ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
今
後
、
増
々

普
及
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
の
道
具
は
、
九
月
か

ら
住
民
福
祉
課
で
貸
し
出
し
ま
す

の
で
申
込
み
下
さ
い
。



第
三
十
三
回
健
康
づ
く
り

佐

井

村

民

体

育

大

会

天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
昼
近
く
か
ら
は
初
夏

の
青
空
が
広

が
っ
た
七
月
三
日
、
佐
井
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
「
融
和
・
親
睦
・

連
帯
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
三
十
三
回
佐
井
村
民
体
育
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
地
区
か
ら
牛
滝
地
区
ま
で
の
十
三
チ
ー
ム
か
ら
徙
走
や
リ
レ
ー
、

団
体
競
技
な
ど
二
十
種
目
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。



－

伸
び
よ
う
伸
ば
そ
う
青
少
年
－

青
少
年
育
成

佐
井
村
民
会
議

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議
で

は
、
あ
す
の
佐
井
村
の
発
展
を
担

う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め

「
第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日
」

健
全
な
家
庭
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
普
及
運
動
や
「
明
る
い
家

庭
づ
く
り
」
の
啓
蒙
活
動
を
し
て

い
ま
す

②
「
非
行
防
止
と
よ
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
よ
う
」

育
成
関
係
団
体
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
青
少
年
を
非

行
・
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
運
動

を
し
て
い
ま
す
。

③
「
青
少
年
の
自
立
と
社
会
参
加

活
動
を
進
め
よ
う
」

青
少
年
が
自
立
心
と
社
会
性
を

身
に
つ
け
る
よ
う
集
団
活
動
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
、
支
援

し
て
い
ま
す
。

①
「
活
力
と
連
帯
の
あ
る
地
域
活

動
を
進
め
よ
う
」

青
少
年
育
成
関
係
者
を
け
じ
め

広
く
村
民
へ
呼
び
か
け
、
村
民
会

議
総
会
や
健
全
育
成
推
進
大
会
な

ど
を
開
催
し
、
地
域
活
動
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

－

事
故
の
な
い
夏
休
み
を

Ｉ

夏
休
み
期
間
中
は
自
然
に
親
し

み
、
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

に
絶
好
の
機
会
で
す
。

反
面
、生
活
が
不
規
則
に
な
り
、

思
わ
ぬ
事
故
や
問
題
が
発
生
し
が

ち
で
す
。

有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
す
た

め
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
つヽ
。

○
夏
休
み
は
心
身
に
適
度
な
休
養

を
と
り
、
自
主
的
で
節
度
の
あ

る
生
活
態
度
、
習
慣
が
身
に
つ

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

築
く
明
る
い
社
会
」

－

第
四
十
四
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

く

絶

好

の
時

期

で

す

。

○

家

庭

で

は

、

家

事

の
手

伝

い

な

ど

を

積

極

的

に

さ

せ

ま

し

よ

○

派

手

な

服

装

、

夜

遊

び

、
好

ま

し

く

な

い
場

所

へ

の

出

入

り

が

な

い

か
ど

う

か

、

み

ん

な

で

気

を

つ
け

ま

し

ょ
う

。

○

お
金

の
使

い
方

も

日

頃

の

訓

練

が

必

要

で

す

。
乱

暴

な

使

い

方

は
万

引

き

に

つ
な

が

る
恐

れ

が

あ
り

ま
す
。
気

を
つ
け
ま
し

ょ
う

。

○
水

の
事
故

に
注

意
し

ま
し

ょ
う

。

今
年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
た

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

青
森
県
実
行
委
員
会
で
は
青
森

県
知
事
が
実
施
委
員
長
と
な
り
、

県
内
各
市
町
村

の
協
力
を
得
て

「
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援

助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と

参

加
を
も
と

め
る
」
こ
と
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
本
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

去

る
七
月
十
二
日
、
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
還
と
し

て
む
つ
下
北
地
区
保
護
司
会
に
よ

る
「
第
十
五
回
下

北
一
周
愛

の

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
来
村
し
、
途
中
、

役
場
を
訪
れ
て
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

保
護
司
と
は
・：

保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
社
会
的
信
望
の
厚

い
民
間

篤
志
家
で
す
。

保
護
司
は
、
専
門
官
で
あ
る
保

護
観
察
官
と
協
働
し
て
保
護
観
察

対
象
者
と
常
に
接
触
を
保
っ
て
そ

の
生
活
状
況
を
把
握
し
、
相
談
を

受
け
た
り
、
問
題
解
決
に
つ
い
て

助
言
す
る
な
ど
の
保
護
観
察
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
年
院
等
の
矯
正
施
設

の
入
所
者
の
帰
住
予
定
地
を
訪
問

し
て
、
釈
放
後
、
本
人
が
再
び
非

行
や
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
調
査
す
る
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

佐
井
村
の
保
護
司
は
次
の
方
々

で
す
。

○
吉
田

順
一
（
図
二
二
九
八
）

○
岩
清
水
秀
一
（
⑩
二
三
一
三
）

第
十
回

第
１０
回
目
を
迎
え
た
「
が
ん

か
け
ま
っ
り
」
は
、
六
月
十
九

日
好
天
に
恵
ま
れ
、
飛
入
り
で

踊
る
人
が
出
る
な
ど
盛
況
の
う

ち
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
矢
越
地
区
の
御
神

楽
の
奉
納
か
ら
初
ま
り
、
Ｒ
Ａ

Ｂ
杯
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
、
ゲ
ス

ト
に
歌
手
の
藤
圭
子
さ
ん
を
迎

え
、
ま
た
各
地
区
か
ら
婦
人
部

の
み
な
さ
ん
、
中
村
輝
登
美
江

社
中
の
み
な
さ
ん
の
踊
り
が「
ま



原
田
小

・
佐
井
小
学
校

青
少
年
赤
十
字
登
録
式
厳
粛
に
行
わ
れ
る

原

田
小

原
田
小
学
校
（
柴
田
憲
孝
校
長
）

で
は
五
月
十
一
囗
、
本
校
体
育
館

に
お
い
て
平
成
六
年
度
青
少
年
赤

十
字
登
録
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

青
少
年
赤
十
字
は
、
小
・
中
・
高

等
学
校
に
お
い
て
、
「
健
康
・
安

全
」「
奉
仕
≒

国
際
理
解
・
親
善
」

の
目
標
に
基
づ
く
活
動
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
形

成
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま

す
。最

近
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
は
激
変
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
上
で
は

必
ず
し
も
好
ま
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
社
会
性
を
欠
如
、
人

間
関
係
の
希
薄
な
ど
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
し

て
い
く
社
会
は
、
国
際
化
、
価
値

観
の
多
様
化
、
情
報
化
な
ど
の
傾

向
が
一
層
著
し
く
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
お
い
て
、
友
人
と
協
力

し
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
生

活
す
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
こ
と

が
青
少
年
赤
十
字
の
大
き
な
目
的

で
あ
り
、
青
少
年
赤
十
字
の
活
動

は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図

る
上
で
極
め
て
有
意
義
な
役
割
を

果
す
も
の
で
す
。

当
日
は
、
全
校
児
童
十
三
人
で

「
青
少
年
赤
十
字
の
歌
」
を
合
唱

し
、
赤
十
字
の
父
と
い
わ
れ
る
ア

ン
リ
ー
デ
ュ
ナ
ン
の
肖
像
画
に
献

花
し
、
十
三
人
の
児
童
一
人
ひ
と

り
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。最

後
に
児
童
を
代
表
し
、
児
童

会
長
の
田
中
育
美
さ
ん
が
力
強
く

こ
れ
か
ら
の
心
が
ま
え
を
発
表
、

登
録
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

原
田
小
学
校
で
は
、
昭
和
六
十

三
年
に
青
少
年

赤
十
字
へ
加
盟

し
、
平
成
五
年
度
か
ら
三
年
間
、

青
少
年
赤
十
字
活
動
の
研
究
指
定

校
に
委
嘱
を
受
け
、
今
回
心
を
新

た
に
す
る
こ
と
か
ら
登
録
式
を
行

い
ま
し
た
。

増
々
の
ご
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

佐

井

小

佐
井
小
学
校
（
奥
本
算
人
校
長
）

で
は
、
四
月
に
青
少
年
赤
十
字
に

新
規
登
録
し
、
六
月
二
十
九
日
登

録
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

現
在
在
校
生
は
百
七
十
名
、
代

表
が
赤
十
字
の
父
と
い
わ
れ
る
ア

ン
リ
ー
デ
ュ
ナ
ン
像
へ
献
花
、
登

録
署
名
、
ま
た
バ
ッ
チ
の
授
与
な

ど
を
行
い
、
力
強
く
青
少
年
赤
十

字
旗
を
受
け
と
り
、
最
後
に
六
年

の
島
野
裕
明
君
が
決
意
を
述
べ
式

を
終
了
し
ま
し
た
。

準
備
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
に

敬
意
を
表
し
、
今
後
の
活
躍
を
お

願
い
し
ま
す
。

つ
り
」
に
花
を
添
え
、
村
内
外

か
ら
お
と
ず
れ
た
約
千
五
百
人

の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
は
、
思
い
思
い
の
手
料

理
や
酒
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な

が
ら
初
夏
の
一
日
を
満
喫
し
た

よ
う
で
す
。

ラ
ブ
リ

ー
さ
い

斃

送

式

ふ
る
さ
と
の
味
を
お
届
け
し

て
１０
周
年
目
の
「
ラ
ブ
リ
ー
さ

い
」
古
里

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
本
年

度
第
一
回
目
の
発
送
作
業
が
二

十
二
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
「
ア

ル
ザ
ス
」
で
行
わ
れ
た
。

こ
こ
数
年
会
員
数
が
減
っ
て

い
る
が
三
〇
三
個
の
古
里
小
包

が
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
販
売
協
議
会

関
係
者
の
手
で
、
サ
ケ
の
加
工

品
、
天
然
わ
か
め
な
ど
九
品
目

を
て
い
ね
い
に
こ
ん
包
し
発
送

し
た
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
は
年
間
、

二
万
円

の
会
費
で
会
員
に
な
っ

た
村
出
身
者
や
都
会
の
人
に
、

年
三
回
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
古
里

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

発

送
は
九
月
で
、
こ

の
季
節
に

収
穫
さ
れ
る
海
や
山
の
幸
、
特

産
品
な
ど
を
宅
配
便
で
お
届
け

し
ま
す
。

会
員
の
申
込
は
い
つ
で
も
お

受
け
い
た
し
て
い
ま
す
。



平
成
６
年
度

後
期

技

能

検

定

試

験

■

主

な

実

施

職

種

さ
く
井
・
機
械
保
全
・
農
業
機
械

整
備
・
和
裁
・
パ
ン
製
造
・
建
築

大
工
・
配
管
・
型
枠
施
工
・
鉄
筋

施
工
・
樹
脂
接
着
剤
入
施
工
・
バ

ル
コ
ニ
ー
施
工
・
鋼
橋
塗
装
な
ど

三
十
四
職
種

一

受

検

資

格

受
検
す
る
職
種
に
つ
い
て
特
級

は
一
級
合
格
後
五
年
以
上
、
一
級

は
十
二
年
以
上
、
二
級
は
三
年
以

上
、
三
級
は
一
年
以
上
の
実
務
経

験
年
数
を
有
す
る
者
。

但
し
、
学
歴
・
訓
練
歴
に
よ
り

年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

■

受

検

料

〔
実
技
試
験
〕

八
千
五
百
円
～
一
万
三
十
八
百
円

（
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

〔
学
科
試
験
〕

二
千
六
百
円

■

実

施

日

〔
実
施
試
験
〕

平
成
六
年
十
二
月
九
日
（
金
）
～

平
成
七
年
二
月
二
十
六
日
（
且

ま
で
の
聞
の
当
協
会
が
指
定
す
る

〔
学
科
試
験
〕

平
成
七
年
二
月
五
日
・
十
二
日
・

十
九
日
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

曜
日

■

受

付

期

間

平
成
六
年
十
月
三
日
（
月
）

～
十
四
日
（
金
）
ま
で

■

合

格

発

表

平
成
七
年
三
月
三
十
日
（
木
）

※
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付

青
森
市
野
尻
字
今
田
四
三
－

一

（
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
内
）

青
森
県
職
業
能
力
開
発
協
会

昔
○
一
七
七
（
三
八
）
五
五
六
一

意
見
募
集

Λ

テ

ー

マ

∇

一
、
私
か
考
え
る
男
女
平
等

家
庭
・
職
場

（
学
校
）
、
地
域

社
会
な
ど
、
身
近
に
お
け
る
男

女
平
等
に
つ
い
て
。

一
气

男
女
が
共
に
家
庭
科
を
学
ぶ

こ
と
に
つ
い
て

男
女
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る

力
を
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
平

成
六
年
度
か
ら
高
校
の
家
庭
科

が
男
女
と
も
必
修
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
。

三
匸

咼
齢
化
社
会
に
お
け
る
男
女

の
役
割

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
男
女
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
に

つ
い
て
。

四
、
自
由
課
題

あ
な
た
の
実
体
験
を
も
と
に
、

女
性
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
。

Λ

応

募

資

格

∇

県
内
在
住
者
（
性
別
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。）

Λ

応

募

方

法

▽

二
千
字
以
内
に
ま
と
め
、
原
稿

に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し

た
表
紙
を
付
け
て
下
さ
い
。

原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

Λ

募

集

期

間

▽

平
成
六
年
九
月
十
六
日
（
金
）

ま
で
。
（
当
日
消
印
有
効
）

Λ

発

表

等

▽

結
果
は
本
人

あ
て
通
知
し
ま

す
。
人
選
者
に
は
、
賞
状
を
授
与

し
記
念
品
を
贈
る
ほ
か
、
入
選
作

品
を
ま
と
め
て
作
品
集
を
発
行
し

ま
す
。

Λ

応

募

先

∇

〒
○
三
〇

青
森
島
長
島
一
－

一
ｉ
一

青
森
県
青
少
年
女
性
課

昔
○
一
七
七
（
二
二
）
一
ニ

ー

内
線
二
二
一
六

ア
ル
ザ
ス
前
と
川
目
地
区
で

無
人
市
を
開
い
て
い
ま
す
。

朝
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜

を
安
く
提
供
し
て
大
好
評
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
御
利
用
下
さ
い
。

・
ア
ル
ザ
ス
前
・：
月
・
水
・
金

（
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
四

時
）

・
川
目
地
区
…
月
～
土

（
午
後
九
時
～
午
後
四
時
）



Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
間
営
業
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
間
営
業
所
は
、
昭
和

四
十
九
年
十
月
、
大
間
電
報
電
話

局
と
し
て
開
局
以

来
、
約
二
十
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
皆
様

か
ら
ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
電
話
受
付

業
務
及
び
電
話
料
金
業
務
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
青
森
支
店
に
、
営
業
窓
口
業
務

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
む
つ
支
店
に
そ
れ
ぞ
れ

統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
統
合
後
に

お
け
る
電
話
工
事
等
の
ご
注
文
・

お
問
い
合
わ
せ
並
び
に
電
話
料
金

の
お
支
払

い
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
に
よ
り
お
取
り
扱
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

八

統

合

す

る
年

月

日
▽

平
成
六
年
九
月
五
日
（
月
）

（
現
営
業
所
は
九
月
二
日
ま
で

営
業
い
た
し
ま
す
。）

△

電
話

の

ご
注

文

。

お
問

い
合

わ
せ

▽

一

二
（
番

無
料

ス
コ
ま
で
ど
お
り
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
受
付
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
青
森
支
店

に
な
り
ま
す
。）

Λ
電
話
料
金
の
お
問
い
合
わ
せ
▽

○
一
七
七
（
三
四
）
二
二
〇
〇

無
料

Λ
電
話
料
金
の
お
支
払
い
先
▽

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
営

業
窓
口
等

Λ

営

業

窓

口
▽

Ｎ
Ｔ
Ｔ
む
っ
支
店

孚

○
三
五

む
っ
市
小
川
町
二
丁
目
十

－

十
八
）

Λ

営

業

時

間

等
▽

・
電
話
の
ご
注
文
、
お
問
い
合
わ

せ

九
時
～
十
七
時

・
電
話
料
金
の
お
問
い
合
わ
せ

九
時
～
十
七
時

・
営
業
窓
口
、
電
話
料
金
の
支
払

い

九
時
～
十
六
時

（
な
お
、
土
曜
・
日
曜
及
び
祝
日

は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●期間・・８ 月５ 日（金）→７ 日（日）

午前１０時～午後７時

■会場トホ黄浜 中 学４交イ本育 館

・主催＝横浜町、財団法人大阪科学技術センター

・後援＝青森県、青森県教育委員会、横浜町教育委員会

・お問い合わせ

横浜町役場企画係

Ｓ０１７５－７８－２１１１

（内線３３２）

水

稲

伝

言

板

の

設

置

に

つ

い

て

昨
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
、
皆
無
作
の
大
冷
害
で
あ
り
ま
し
た
が
水

稲
管
理
の
情
報
提
供
と
し
て
、
む
つ
地
区
農
業
改
良
普
及
所
で
中
道
地

区
（
紀
伊
紀
子
さ
也

、
原
田
地
区
（
佐
藤
修
逸
さ
也

、
川
目
地
区
（
坪

谷
龍
悦
さ
ん
）
の
水
田
に
水
稲
伝
言
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
出
穂
期
に
向
け
て
の
水
管
理
か
よ
り
重
要
と
な
り
ま

す
。
水
稲
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
の
水
稲
管
理
に
必
要
な
情
報
が
記

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
伝
言
板
を
ご
覧
下
さ
い
。

「行方 不明 の人 をさ がす相 談所 」

を開設

あなたの身近や近所に

○ 病気を苦にして、家出した。

○ 突然居なくなり、自殺で もして

いるのでないか。

Ｏ 出稼ぎに行 き、途中から音信が

途絶えた。

など、心配されている方はお りませ

んか。

警察署では、八月中「行方不明の

人をさがす相談所」 を開設してい ま

す。

この期間中は、特 に行方不明者の

所在確認や事故、自殺などで死亡し

て身元が分 からない まま無 縁仏 に

なっている方の身元確認に応じてお

ります。



○
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
超
お
得
な
一
泊
旅
行

こ

の
秋

、
下

北

か

ら

津

軽

に
「
津

軽

か

ら

下

北

に
」

フ

ェ

リ

ー

で

渡

っ

て

み
ま

せ

ん
か

。

津

軽

・
下

北

両

半

島

の
関

係

市

町
村

と
県

で
構

成

す

る

「
半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー
実

行

委

員

会

」
で

は

、

こ

の
秋

の
限

定

版

「
半

島

＆

半

島

ツ

ア

ー
」

へ

の
参

加

者

二

百

名

を

募

集

し

て

い
ま

す

。

一
人

五

千

円

の
参

加

料

で

一
泊

一
一
日

、
飲

食

付

き

、
ガ
イ

ド
付

き

、

お

土

産
付

き

で
、

参

加

料

の
何

倍

も
の
お
得
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。当
村
と
の
共
催
で
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
お
申
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
は
全
部
で
五
コ
ー
ス
。
各

コ
ー
ス
と
も
四
十
名

の
定
員
で

す
。申

込
み
多
数
の
場
合
に
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
が
、
抽
選
に
外
れ

て
も
残
念
賞
と
し
て
む
つ
湾
内
航

路
（「
ほ
く
と
」
、
「
か
も
し
か
し

の
利
用
割
引
券
が
も
れ
な
く
進
呈

さ

れ
ま

す

。

詳

し

い
内

容

の

記

載

さ

れ

た

専

用

の
応

募

用

紙

が
役

場

窓

口

に

あ

り

ま

す

の

で
、
お

早

め

に

ど

う

ぞ
。

な

お
、

応

募

締

切

は

八

月

二

十

四

日
（
水

）（
当

日

消
印

有

効
）
で

す

。

（
募

集

コ

ー
ス

）

①

青

森

～

仏

ヶ

浦

～
川

内

～

恐

山

コ

ー
ス

②

青

森

～
下

風

呂

～
尻

屋

コ

ー
ス

③

中
里

～
恐

山

～

佐

井

～

仏

ヶ

浦

コ

ー

ス
（
白

鳥

ド

ラ
イ

ブ
イ

ン

、

蟹
田

フ

ェ

リ

ー
発

着

場

経

由

）

④

む

っ

～
童

飛

～

市

浦

コ

ー
ス

⑤

脇

野
沢

～
蟹

田

～
童

飛

コ

ー
ス

佐
井
村
特
産

「
ラ

ブ
リ

ー
求
一
フ
ト
」

ラ
ブ
リ
ー
ポ
テ
ト
「
キ
タ
ア
ヵ

リ
」
の
馬
鈴
薯
は
黄
肉
質
で
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

早
生
品
種
で
あ
り
ま
す
。

数
量
限
定
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
贈
答
品
と
し
て
御
利
用
下

さ
い
。

○
特
性球

形
で
芽
が
ピ
ン
ク
、
黄
肉
、

粉
質
、
良
風
昧
、
高
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ

Ｏ
用
途ふ

か
し
い
も
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

ベ
イ
ク

ー
マ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ

ト

○
販
売
価
格

一
箱
三
に同
入

六
百
円

（
消
費
税
別
途
）

○
取
扱
店

ア
ル
ザ
ス
内
ス
ー
バ
ニ
ア
（

ウ
ス

一一一一一一一一一一一一…－“建
設 業 で 働 く み な さ ん ”

建設業で働く労働者のために国でつくった

≪ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 ≫

（略称 けんたいさ よう）

を ご 存 じ で す か Ｘ？

※この制度は、全国どこの建設現場で働いても

事業所に雇用された期間を通算して退職金を

支払うという、業界退職金制度です。

この制度について詳しいことは、

建退共青森支部

青森市安方二丁目九番十三号（建設会館三Ｆ）

００１７７（２２）７６１１

１日２６０日の掛金で退職金は次のとおりとなり

ます。

＊この早見表は、掛金納付の２５２日分を１年と換れ て計算した退職金額です、

自 衛 官 募 集

自衛隊では、次のとおり２等陸士、２等海士及び航

空学生等の自衛官を募集中です。

詳しくは、自衛隊青森地方連絡部むつ募集事務所（電

話 ２２－７４８４）にお問い合せ下さい。



－

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
Ｉ

「
児

童

の

権

利

に

関

す

る

条

約

」

平
成
元
年
の
国
際
連
合
の
総
会

で
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

が
で
き
ま
し
た
。
条
約
と
は
国
と

国
と
の
間
の
約
束
で
す
。

こ
の
条
約
は
、
子
ど
も
の
人
権

や
自
由
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

保
護
と
援
助
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
は

平
成
六
年
四
月
に
こ
の
条
約
に
入

り
ま
し
た
。

世
界
に
は
、
貧
困
、
飢
え
、
武

力
紛
争
、
虐
待
な
ど
の
ひ
ど
い
状

態
に
お
か
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
子

ど
も
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ
の
条

約
は
、
各
国
が
こ
う
し
た
現
実
に

目
を
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間

と
し
て
の
権
利
を
尊
重
し
、
保
護

し
て
い
く
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
国
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
違
っ
た
考
え
方
、
文
化
、
伝

統
や
法
律
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

条
約
は
、
そ
の
中
で
各
国
が
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の

で
す
。

☆
す
べ
て
の
子
ど
も
が
差
別
な
く

大
切
に
さ
れ
る
世
界

☆
す
べ
て
の
子
ど
も
が
自
由
に
考

え
、
自
由
に
意
見
を
述
べ
、
自

由
に
つ
ど
え
る
世
界

☆
子
ど
も
の
立
場
か
ら
何
か
最
も

良
い
こ
と
か
を
考
え
て
く
れ
る

世
界

☆
子
ど
も
が
暴
力
の
犠
牲
と
な
ら

な
い
世
界

☆
不
幸
な
境
遇
に
あ
る
子
ど
も
だ

ち
に
救
い
の
手
が
さ
し
の
べ
ら

れ
る
世
界

☆
す
べ
て
の
子
ど
も
が
遊
び
、
学

び
、
育
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
世
界

児
童
の
権
利
条
約
は
、
こ
の
よ

う
な
幸
せ
な
世
界
を
築
く
た
め
に

世
界
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
努
力
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
大
人
も
子
ど
も
も
地
球

に
住
む
仲
間
と
し
て
ま
わ
り
の
人

た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
道
徳
を
守

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
日
本
の
人
た
ち
の
み

な
ら
ず
外
国
の
人
た
ち
も
含
め
、

人
類
全
体
の
幸
せ
を
願
い
努
力
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
森
県
点
字
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

点
字
図
書
館
で
は
、
平
成
六
年

七
月
一
日
か
ら
、「
個
人
向
点
訳
・

録
音
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■

サ

ー

ビ

ス

の

種

類

○
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

来
館
者
へ
の
対
面
に
よ
る
朗
読

サ
ー
ビ
ス

毎
週
金
曜
日
十
三
時
か
ら
十
六

時
ま
で

○
点
訳
サ
ー
ビ
ス

印
刷
物
を
点
訳
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
録
音
サ
ー
ビ
ス

印
刷
物
を
録
音
す
る
サ
ー
ビ
ス

」

利

用

対

象

者

県
内
に
お
住
ま
い
の
視
覚
障
害

者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
。

」

対

象

と

な

る

印

刷

物

利
用
者
が
お
持
ち
の
広
報
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
の
他
日
常
生
活

に
関
す
る
も
の
、
点
字
図
書
館
が

所
持
す
る
資
料
な
ど
。

■

利

用

方

法

対
面
朗
読
は
、
利
用
日
の
四
日

前
ま
で
に
、
点
訳
・
録
音
サ
ー
ビ

ス
は
随
時
、
点
字
図
書
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

」

利

用

料

無
料
。
た
だ
し
、
点
訳
の
場
合

は
点
字
用
紙
、
録
音
の
場
合
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
点
字
図
書
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
番

号
は
、
○
一
七
七
（
八
三

七
七

九
九
で
す
。

今月 の休診日

９日
第２火曜日

２３日
第４火曜日

＝佐井診療所＝

＝ 停 電 の お 知 ら せ ＝

東北電力より停電のお知らせをいたします。

下記の日程により、停電となります。大変ご
不便をおかけいたしますがご理解のうえご協力

お願いいたします。
記

Ｏ停電日時

１回目 ９月４日（日） 午前８：００～午後１２：００

２回目 １０月３０日（日） 午前８：００～午後１３：００

０停電範囲

原田、古佐井、川目、大佐井（八幡堂、大佐井
川目、糠森地区の一部）、磯谷、長後、福浦、

牛滝

※停電となるお客さまへのお知らせは、２週間

ほど前までにチラシで個別にお知らせいたしま

す。

Ｏ問い合わせ先先

東北電力 大間サービスセンター 昔３７一２６９１



国
保
の
し
お
り

保

健

診

療

が

受

け

ら

れ

な

い

場

合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
受
診
時
に
保
険
証
を
提
示
し
て
も
、
保
険
診

い
】（
（

ぺ
０ ４

り
ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
伴

△

病

気

と

み

な

さ

れ

な

い

も

の

▽

○
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

予
防
注
射

○
正
常
な
妊
娠
、
出
産

○
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
人
工

妊
娠
中
絶

○
美
容
整
形

○
歯
列
矯
正
や
金
歯
な
ど
の
歯

科
治
療

○
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
程

度
の
ソ
バ
カ
ス
、
ア
ザ
、
シ

ミ
な
ど

○
治
療
し
て
も
回
復
の
見
込
み

が
な
い
近
（
遠
）
視
、
斜
視
、

色
盲
な
ど

○
医
師
の
指
示
な
く
か
か
っ
た

あ
ん
ま
、
は
り
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
費
用

△

業

務

上

の

ケ

ガ

や

病
気
▽

労
災
保
険
の
対
象
、
あ
る
い
は

雇
用
主
の
負
担
と
な
る
（
労
災

保
険
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
号

Λ

そ

の

他

▽

○
差
額
ペ
ッ
ト
抖

○
け
ん
か
な
ど
、
患
者
白
身
の

責
任
に
よ
る
傷
病

○
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
い
場

合
○
医
師
の
処
方
せ
ん
で
な
い
売

薬
な
ど

※

詳
し
く
は
、
国
憚
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療費 の状況

〔４月診療分〕

保
険
税
の
決
め
方
・
納
め
方

保険税の納め方

保険税は、国保の被保険者と

なった月の分から納めます。被

保険者となるのは、職場の健康

保険をぬけたとき、あるいは、

他の市区町村から転人したとき

です。カロ入の手続きをしたとき

ではありません。したがって、

届け出 が遅れると、さ

かのぼって保険税を納

めなければなりません。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

第
十
五
回
交
通
安
全
母
の
会
青
森
県
大
会

第
二
十
一
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

指
導
者
研
修
会
に
参
加
し
て

佐
井
村
交
毋
会

東
出

ミ
ヤ

「
北
国
の
交
通
安
全
マ
イ
ン
ド
を

育
て
よ
う
。
」
を
テ
ー
マ
に
七
月
十

二
囗
、
第
十
五
回
交
通
安
全
母
の

会
青
森
県
大
会
が
青
森
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
佐
井
村
母
の
会
か

ら
も
十
数
名
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
第
二
十
一
回
交
通
安

全
母
の
会
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
指
導
者
研
修
会
も
併
せ
て
行
わ

れ
、
北
村
知
事
始
め
松
尾
県
警
察

本
部
長
他
御
来
賓
の
方
々
、
そ
し

て
北
海
道
、
東
北
名
県
の
母
の
会

の
指
導
者
を
迎
え
、
県
内
約
二
十

人
も
の
会
員
が
一
同
に
集
ま
り
会

場
を
う
め
つ
く
し
、
盛
大
に
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

間
宮
会
長
か
ら
、
「
今
年
は
国

際
家
族
年
で
も
あ
り
、
行
政
に
家

族
問
題
に
対
し
て
も
っ
と
関
心
を

高
め
て
も
ら
い
、
家
族
の
重
要
性

を
強
調
し
、
『
交
通
安
全
は
家
庭

か
ら
。
』
を
基
本
理
念
に
活
動
を

続
け
て
き
た
母
の
会
に
と
っ
て
も

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
活
に

わ
た
る
交
通
安
全
教
育
、
活
動
の

あ
り
方
を
見
直
し
、
最
近
の
社
会

の
価
値
感
の
多
様
化
が
交
通
事
故

の
重
大
囲
要
因
に
な
っ
て
お
り
、

家
庭
の
要
で
あ
る
母
親
が
も
っ
と

視
野
を
広
げ
、
家
庭
の
多
様
な
価

値
観
を
理
解
し
そ
の
上
で
効
果
的

な
活
動

の
展
開
を
試
み
た
い
ノ

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
活
動

及
び
意
見
発
表
で
は
、
「
高
齢
者

の
交
通
安
全
を
考
え
る
。」
と
題

し
て
岩
手
県

の
代
表
の
方
か
ら

「
環
境
に
、
つ
い
て
い
け
な
い
人

が
殆
ど
で
あ
り
、
事
能
防
止
に
と

り

く

む

意

識

の

低

下

が

問

題

で

あ

る

。
又

、

高

齢

化

が
進

み

身

体

が

不

自

由

に

な

れ

ば

な

る
程

、

車

に

依

存

す

る

現

象

は

非

常

に

恐

し

い
、

規

制

が
あ

っ
て

も

い

い
の

で

は

な

い
か

。
」
、
北

海

道

の

代

表

は

。

「

シ

ー
ト

ベ
ル

ト

を

着

用

推

進

」

に

関

し

活

動

経

過

を

発

表

し

最

初

の
頃

は

、

大

変

よ

く

実

行

さ

れ

て

い

た

が
、

最

近

は

ダ

ウ
ン

傾

向

に

あ

る
と

発

表

さ
れ

ま

し

た

。

地

元

か

ら
は

、

野

辺

地

の
母

の

会

の
代

表

が

「
子

供

の
交

通

安

全

教

育

に

思

う

こ

と

」
と

題

し

、
コ

マ

ー

シ
ャ

ル

に
反

応

し

や
す

い
子

供

の
順

応

性

を
う

ま

く

利

用

し

、

感

受

性

の

強

い
時

期

に
意

識

の
中

に
定

着

さ

せ

る
こ

と

が
出

来

る

の

で

は
と

発

表

さ

れ
ま

し

た

。
交

通
課

長

が
話

さ

れ

た
中

で
「
交

通

課

で

は
「

カ

ッ

プ

ヌ

ー

ド

ル
式

」

の
安

全

教
育

を

提

言

し

て

る

と

い

う

話

し

が

あ

り

、
内

容

は

早

す

ぎ

て

は

ス

ー

プ

（
安

全

教

育

）

が

メ

ン

（
幼

児

）

に

浸

透

し

な

い
、

か

と

い
っ

て
三

分
を
超
え
る
と
メ
ン
が
伸
び
き
っ

て
ス
ー
プ
の
昧
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
最
後
に
、

記
念
講
演
で
、
「
址
域
づ
く
り
と

交
通
安
全
」
と
題
し
、
佐
々
木
青

森
市
長
の
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
。

「
町
づ
く
り
は
、
生
活
の
場
を
ど

の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う

所
に
あ
り
、
生
活
の
ゆ
と
り
や
余

暇
時
間

の
す

ご
し
方
で
ず
い
分

違
っ
て
く
る
。
意
識
改
革
を
担
っ

て
無
意
識
の
う
ち
に
交
通
安
全
が

身
に
つ

い
て

い
く
の

が
望
ま
し

い
。
心
の
ゆ
と
り
が
交
通
事
故
を

少
な
く
す
る
足
元
を
み
つ
め
囗
成

の
中
か
ら
宝
物
を
さ
が
し
趣
味
を

い
か
し
地
域
の
中
で
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
結
び
ま
し
た
。

今
、
交
通
安
全
運
動
は
マ
ン
ネ

リ
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
操
返
し
続
け
て
い
く
所

に
、
当
り
前
と
な
っ
て
身
に
つ
き

し
っ
か
り
と
し
た
活
動
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
お
話
し

の
内
容
を
今
後
の
活
動
役
立
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

８ 月１日現 在

交通事故死ゼロ

３，９３２日

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安 全は家庭 から

県 内 の 交 通 事 故 概 況 呼お 年）

青森県交通対策協議会

（ ） 内は前年 。累計は １月か ら。 速報値 のため後［］変 更するこ とがあります
Ｏ

運 動 の 重 点

８月１９日はバイり の日

～みんなで二輪車の安全を 話し 合い まし よう～
二輪車を 運転 する方は 次のこ とを 守り まし よう。

① 一時停止 、徐 行を確 実に 行なう。

② 安全な速度を 保持し 、カ ープの 手前ではスピ ードを 落と す。
③ 交差点ではま わりの 車や対 向車に注意する。

④ 進路変更や 追越しは 。無 理を せす余裕をもっ て行なう。
⑤ ヘルメットを正しく 着用する。

シートベルト しめる心が 身を守る



母
の
会
会
長

松

谷

＝
一
枝

第
二
日
目
「
青
少
年
の
交
通
安

全
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
青

森
公
立
大
学
に
会
場
を
移
し
、
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
代
表

者
、
県
内
会
長
、
青
森
市
の
交
母

の
方
々
二
百
名
の
参
加
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

公
立
大
学
学
長
の
講
話
が
あ
り

将
来
を
背
負
っ
て
立
つ
世
代
を
育

て
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
日
本
の

大
学
は
レ
ジ
ャ
上
フ
ン
ド
と
な
っ
て

い
る
。
改
革
に
む
け
て
昨
年
ゼ
ロ
か

ら
出
発

し
て
優

越
厳
し
く

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
も
っ
て
各
国
か

ら
講
師
を
呼
び
、
新
し
い
大
等
像

を
捜
索
し
こ
れ
ら
の
大
学
に
対
す

る
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室

参
事
官
補
の
お
話
し
に
入
り
、
全

国
で
は
六
年
連
続
で
交
通
事
故
死

者
が
一
万
人
を
越
え
て
い
る
。
特

に
初
心

者
が
多

い
の
で
、
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
・
運
転
技
術
を

し
っ
か
り
取
得
し
車
は
安
全
に
生

活
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
、

県
警
本
部
交
通
部
首
席
参
事
官
の

話
し
で
は
事
故
の
四
一
名
は
若
者

で
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が
多

く
、
子
供
の
事
故
で
は
全
国
第
二

位
と
悪

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
立

大
学
助
教
授
・
ヤ
マ
（

交
通
運
転

推
進
本
部
事
務
局
長
と
続
き
最
後

に
全
交
母
連
合
副
会
長
が
お
話
し

に
な
り
、
母
親
が
交
通
安
全
の
知

識
を
得
て
模
範
を
示
し
、
年
代
に

見
あ
っ
た
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

子
供
に
自
動
車
を
も
た
せ
る
の

に
、
オ
モ
チ
ャ
を
買
い
与
え
る
感

覚
で
や
っ
て
い
な
い
か
。
自
動
車

は
色
々
な
装
備
が
あ
り
べ
ん
り
だ

が
使
う
人
次
第
で
は
危
険
な
道
具

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
「
交
通
安

全
は
家
庭
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に

原
点
は
家
庭
教
育
だ
と
い
う
こ
と

を
わ
ず
れ
ず
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
話
し
を
し
ま
し
た
。

私
自
身
も
反
省
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

少
し
で
も
事
故
加
減
少
し
て
い

く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

飲

ん

で

乗

る

あ

な

た

は

天

国

家

族

は

地

獄

最
近
北
通
り
地
区
で
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
夏
に
な
り

こ
れ
か
ら
益
々
暑
く
な
り
気
が
ゆ

る
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
車
を
運

転
す
る
と
き
は
、
身
も
心
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
で
ひ
き
し
め
、
安
全
運

転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１ＰＭＩＩＩ

Ｉ

事
故
は
瞬
間

ベ
ル
ト
は
習
慣

止
ま
る
は
ず

老
い
の
甘
え
が

招
く
事
故

と
び
だ
す
子

は
し
る
く
る
ま
が

か
み
つ
く
ぞ

青
森
県
交
通
出
故
相
談
所

一
日

も

早

く
相

談

を

突
然
、
交
通
事
故
に
あ
う
と
慌

て
て
し
ま
い
ま
す
。
損
害
賠
償
の

請
求
そ
の
他
に
つ
い
て
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
と
ま
ど
う
の
は
当
然

で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
一
日
で
も
早

く
、
県
の
交
通
事
故
相
談
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

県
の
交
通
事
故
相
談
は
、
中
立

公
正
な
立
場
か
ら
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
損
害
賠

償
や
示
談
の
仕
方
等
に
つ
い
て
予

備
知
識
が
な
い
た
め
、
悩
ん
だ
り
、

泣
き
寝
入
り
し
な
い
よ
う
に
お
気

軽
に
相
談
所
の
ご
利
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
相
談
所
で
は
専
門
の

相
談
員
ま
た
は
、
弁
護
士
が
無
料

で
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
手
紙
で
も
よ
ろ
し
い
で

す
。
ま
た
、
次
の
市
の
相
談
室
で
、

定
期
に
巡
回
相
談
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
巡
回
相
談

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相

談

日

・
相

談

時

間

月
曜
日
～
金
曜
日

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
及
び
休
日

は
休
み
で
す
。）

相
談
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

県
交
通
事
故
相
談
所
の
所
在
地

弁
護
士
相
談

本
所
は
毎
週
月
曜
日
。
午
後
十

時
か
ら
正
午
ま
で
。

弘
前
支
所
は
毎
月
、
第
一
・
第

三
金
曜
日
。
午
後
十
時
か
ら
正
午

ま
で
。

八
戸
支
所
は
毎
月
、
第
一
・
第

三
水
曜
日
。
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
。

巡

回
相
談

相
談
に
来

ら
れ
る
ま
え
に

相
談
に
來
ら
れ
る
方
は
、
次
の

こ
と
を
予
め
、
確
か
め
て
来
ら
れ

る
と
相
談
を
す
す
め
や
す
く
な
り

ま
す
。

・
事
故
の
日
時
・
場
所

・
事
故
の
状
況

・
ヶ
ガ
の
程
度
と
入
院
・
通
院
の

日
数

・
被
害
者
の
氏
名
・
年
齢
・
月
収

ま
た
は
年
収

・
加
害
者
の
氏
名
・
年
齢
・
職
業

・
自
動
車
の
持
主
と
自
賠
責
保
険

お
よ
び
任
意
保
険
会
社
名

・
交
通
事
故
証
明
書
の
写
し



教

育

だ

よ

り

第

二

十

二

回

佐

井

村

小

学

生

陸

上

竸

技

大

会

六
月
二
十
二
日
、
佐
井
村
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
が
佐
井
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
三
位
ま
で
）

０

一
年
男
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

西
谷

和
海

（
佐
井
）

１２
秒
０

二
位

磯
谷

学

（
佐
井
）

１２
秒
３

一
二
位

樋
口

和
大

（
佐
井
）

１２
秒
６

０

一
年
女
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

五
十
嵐
香
織

（
磯
谷
）

１９一
秒
３

一
一
位

内
田

綾
華

（
長
後
）

１２
秒
８

一
二
位

開
山

友
紀

（
佐
井
）

１３
秒
０

０
一
一
年
男
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

山
本

伸
一

（
佐
井
）

１２
秒
０

一
一
位

藤
田

刪
広

（
佐
井
）

須
藤

哲
也

（
佐
井
）

１２
秒
１

０
一
一
年
女
子
六
十

メ
ー
ト
ル

一
位

奥
本
友
理
子

（
佐
井
）

１１
秒
８

一
一
位

佐
々
木
智
子

（
磯
谷
）

和
田

郁
美

（
佐
井
）

１２
秒
２

０
一
二
年
男
子
百
メ

ー
ト
ル

一
位

池
田
貴
亜
樹

（
原
田
）

１７
秒
７

二
位

館
脇

慶
彦

（
佐
井
）

１８
秒
０

一
二
位

藤
田

啓
介

（
原
田
）

１８
秒
９

０
一
二
年
女
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

太
田

園
香

（
佐
井
）

１８
秒
０

一
一
位

磯
川
あ
ず
さ

（
佐
井
）

１８
秒
７

一
二
位

竹
内

瞳

（
佐
井
）

１８
秒
９

０

四
年
男
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

宮
部

正
徳

（
牛
滝
）

１７
秒
５

二
位

金
沢

偉
人

（
原
田
）

１７
秒
６

一
二
位

佐
藤

俊
彦

（
原
田
）

１７
秒
９

０

四
年
女
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

福
田
奈
津
子

（
磯
谷
）

１７
秒
９

二
位

田
中

悦
子

（
福
浦
）

１８
秒
２

一
二
位

大
沼
ち
え
み

（
佐
井
）

１８
秒
３

０

五
年
男
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

船
越

一
也

（
牛
滝
）

１６
秒
８

一
一
位

大
坂

賢
志

（
佐
井
）

中
村

泰
士

（
佐
井
）

１７
秒
４

０

五
年
女
子
百
メ

ー
ト
ル

一
位

鹿
島
か
お
り

（
磯
谷
）

１７
秒
３

一
一
位

横
浜
か
お
り

（
磯
谷
）

１７
秒
６

一
二
位

加
藤
裕
美
子

（
原
田
）

１７
秒
８

０

六
年
男
子
百
メ

ー
ト
ル

一
位

福
田

賢
一

（
磯
谷
）

１５
秒
６

二
位

福
田

佑
太

（
佐
井
）

１６
秒
０

一
二
位

山
崎

英
臣

（
佐
井
）

１６
秒
４

０

六
年
女
子
百

メ
ー
ト
ル

一
位

内
藤

春
菜

（
佐
井
）

１６
秒
３

一
一
位

山
口

美
雪

（
佐
井
）

１６
秒
６

一
二
位

能
登
留
美
子

（
佐
井
）

１７
秒
０

０

一
年
男
子
一
二
百

メ
ー
ト
ル

一
位

磯
谷

学

（
佐
井
）

１
分
１０
秒
７

一
一
位

西
谷

和
海

（
佐
井
）

１
分
１８
秒
８

一
二
位

館
脇

寿
也

（
佐
井
）

１
分
１９
秒
４

０

一
年
女
子
一
二
百

メ
ー
ト
ル

一
位

五
十
嵐
香
織

（
磯
谷
）

１
分
１５
秒
６

一
一
位

新
田

恵
利

（
磯
谷
）

１
分
１９
秒
０

一
二
位

西
谷
香
乃
千

（
佐
井
）

１
分

１９
秒

４

０
一
一
年
男
子
一
二
百

メ
ー
ト
ル

一
位

山

本

伸
一
（
佐
井
）

１
分
０７
秒

５

一
一
位

磯
川

優
太
（
佐
井
）

１
分
０８
秒

９

ご一
位

須

藤

哲
也
（
佐
井
）

１
分
１０
秒

９

０
一
一
年
女
子
一
二
百

メ
ー
ト

ル

一
位

山

口

智
恵
（
原
田
）

１
分
日
秒

９

二
位

奥
本
友
里
子

（
佐
井
）

１
分
１２
秒

３

一
二
位

館
脇

夏
紀
（
佐
井
）

１
分
Ｂ
秒

１

０

二
年
男
子

八
百

メ
ー
ト
ル

一
位

池

田
貴
亜
拊

（
原
田
）

３
分
００
秒

２
Λ
大

会
新
∇

二
位

藤
田

啓
介

（
原
田
）

３
分
１０
秒

８

一
二
位

館
脇

慶
彦

（
佐
井
）

３
分
１４
秒

８

０

二
年
女
子

八
百

メ
ー
ト
ル

一
位

磯
川
あ
ず
さ

（
佐
井
）

２
分
２９
秒
２

二
位

竹
内

瞳

（
佐
井
）

２
分
３２
秒
９

一
二
位

太
田

園
香

（
佐
井
）

２
分
３６
秒
２

０

四
年
男
子
千
メ

ー
ト
ル

一
位

宮
川

修
平

（
佐
井
）

３
分
５４
秒
５

一
一
位

金
沢

偉
人

（
原
田
）

３
分
５６
秒
８

一
二
位

館
脇

力
哉

（
佐
井
）

４
分
０７
秒
７

０

四
年
女
子
八
百

メ
ー
ト
ル

一
位

田
中

悦
子

（
福
浦
）

３
分
２２
秒
９

一
一
位

横
浜

春
美

（
佐
井
）

３
分
２３
秒
４

一
二
位

大
沼
ち
え
み

（
佐
井
）

３
分
２４
秒
０

０

五
年
男
子
干

メ
ー
ト
ル

一
位
一

菊
池

晃
一

（
佐
井
）

３
分
３９
秒
２

二
位

宮
木

豊
（
佐
井
）

３
分
４８
秒
６

三
位

菊
池

一
春

（
佐
井

）

３
分
５０
秒
７

０

五
年
女
子
八
百

メ
Ｊ
ト
ル

一
位

鹿
島

淳
子

（
佐
井
）

３
分
０８
秒
３

二
位

池
田

彩
子

（
原
田
）

３
分
１７
秒
０

三
位

竹
内

信
子

（
牛
滝
）

３
分
２３
秒
３

０

六
年
男
子
千

メ
ー
ト
ル

一
位

金
井

伸
行

（
福
浦
）

３
分
４９
秒
８

一
一
位

下
斗
米

満

（
原
田
）

３
分
５６
秒
８

三
位

西
谷

拓
海

（
佐
井
）

４
分
００
秒
０

０

六
年
女
子
八
百

メ
ー
ト
ル

一
位

山
口

美
雪

（
佐
井
）

３
分
０２
秒
６

二
位

館
脇

恵
里

（
佐
井
）

３
分
０７
秒
２

三
位

内
藤

春
菜

（
佐
井
）

３
分
０８
秒
６

○
四
年
男
子

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投

げ

一
位
一

福
田

知
彦

（
磯
谷
）

４２
ｍ

７１
ｍ

二
位

館
脇

力
哉

（
佐
井
）

３６
ｍ
８７
ｍ

一
二
位

坂
井

健
人

（
牛
滝
）

３６
ｍ

５５
ｍ

０
四
年
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ

一
位

田
中

悦
子

（
福
浦
）

２７
ｍ

５５
ｍ

一
一
位

加
藤

美
雪

（
原
田
）

２７
ｍ

５２
四

一
二
位

横
浜

ゆ
か
り
（
磯
谷
）

２６
ｍ

２５
ｍ

○
五
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

一
位

船
越

一
也
（
牛
滝
）

４９
ｍ

０４

心
Λ
大

会
新
∇

二
位

館
脇

健
二

（
佐
井

）

４２
ｍ

７８
ｍ

一
二
位

松
本

正

弘

（
磯
谷
）

３９
ｍ

０９
ｍ

○
五
年
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ

一
位

横
浜
か
お
り

（
磯
谷
）

３２
ｍ

９９
ｍ

二
位

船
越

幸
子

（
牛
滝
）

３２
ｍ

２０

心

三
位

大
石

真
希

（
佐
井
）

２８
ｍ

４５
ｍ

０

六
年
男
子
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ

一
位

福
田

佑
太

（
佐
井
）

５２
ｍ

３８

胞

二

位

七

戸
宗
一
郎

（
佐
井
）

４６
ｍ

５３

哨

一
二
位

大
畑

恭
平

（
牛
滝
）

４５
ｍ

３８
㎝

０

六
年
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ

一
位

山
口

美
雪

（
佐
井
）

４２
ｍ

００

胞
Λ
大
会

新
∇

一
一
位

坂
井

千
言

（
牛
滝
）

３９
ｍ

５８

胞

一
二
位

金
沢

美
佳

（
磯
谷

）

３２
ｍ

１６
ｍ

０

四
年
男
子
走
り
幅
跳
び

一
位

宮
川

修
平

（
佐
井
）

３
ｍ

２２

応

二
位

宮
部

正

徳

（
牛
滝
）

３
ｍ

１６
ｍ

ご一
位

内
藤

淳

（
佐
井
）

２
ｍ
８６
ｍ

０

四
年
女
子
走
り
幅
跳

び

一
位

田
中

一
世

（
福
浦
）

３
ｍ
０６

胞
Λ
大
会
新
∇

一
一
位

横
浜

春
美

（
佐
井
）

３
ｍ
０１

胞
Λ
大
会
新
∇

一
二
位

正
村
麻
衣
子

（
佐
井
）

３
ｍ
００

応
Λ
大
会
新
∇

０
五
年
男
子
走
り
幅
跳

び

一
位

船
越

一
也

（
牛
滝
）

３
ｍ
７１
ｍ

Λ
大
会
新
∇

一
一
位

大
坂

賢
志

（
佐
井
）

３
ｍ
６０

哨

一
二
位

菊
池

晃
一

（
佐
井
）

３
ｍ
５０

胞

０
五
年
女
子
走
り
幅
跳

び

一
位

竹
内

信
子

（
牛
滝
）

３
ｍ
２８

胞

二
位

鹿
島

淳
子

（
佐
井
）

３
ｍ

１６
ｍ

一
二
位

加
藤
裕
美
子

（
原
田
）

３
ｍ

０７

胞

０

六
年
男
子

走
り
幅
跳

び

一
位

山

崎

英
臣

（
佐
井
）

３
ｍ

８６

哨

一
一
位

七
戸
宗
一
郎
（
佐
井
）

３
ｍ

６６

服

一
二
位

福
田

周

作
（
佐
井
）

３
ｍ

５０

胞

０

六
年
女
子

走
り
幅
跳
び

一
位

能
登
留

美
子

（
佐
井

）

３
ｍ

７３

哨
Λ
大
会
新
∇

一
一
位

坂
井

千
雪
（
牛
滝
）

３
ｍ

４６
ｍ

匸一
位

内
藤

春
菜
（
佐
井

）

３
ｍ

４１

哨



第
一
回
む
っ
・
下
北
地
区
小
学
校

陸

上

競

技

大

会

小
雨
の
降
り
続
く
肌
寒
い
中
、

第
一
回
む
つ
・
下
北
地
区
小
学
校

陸
上
競
技
大
会
が
七
月
十
日
、
む

つ
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
総
勢
三
十
一
名

が
参
加
し
、
各
種
目
で
健
闘
し
ま

し
た
。

記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｏ
五
年
男
子
百
メ
ー
ト
ル

第
三
位

船
越

一
也
（
牛
滝
）

皿
秒
８３

○
女

子

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
投

げ

第

一
位
一

山

口

美

雪
（
佐

井

）

４７
ｍ

４０

ｍ

○

男

子

走

幅

跳

第

六
位

山
崎

英
臣
（
佐

井

）

４
ｍ

１０

ｍ

○
女

子

走

幅

跳

第

一
位
一

坂

井

千

雪
（
牛

滝

）

３
ｍ

７６

ｍ

第

五
位

内

藤

春
茱
（
佐

井

）

３
ｍ

６７

ｍ

三
郡
（
下
北
・
上
北
・
三
八
）

青

年

団

体

指

導

者

研

修

会

七
月
九
日
～
十
日
、
脇
野
沢
村

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
三
郡
青
年
団
体
指
導
者
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の
研
修
会
は
青
年
団
体
の

り
Ｉ
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
基
本
的

知
識
と
技
能
の
習
得
を
図
る
と
と

も
に
、
団
体
活
動
上
の
問
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
青
年

団
体

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

開
会
式
終
了
後
、
地
元
、
脇
野

沢
村
地
域
振
興
課
長
が
「
現
代
に

お
け
る
青
年
へ
の
期
待
」
を
テ
ー

マ
に
「
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が

大
切
が
‥
や
ら
な
い
な
ら
囗
を
出
す

な
が
‥地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

夜
は
ゲ
ー
ム
を
交
し
え
た
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
遅
く
ま
で
他
地
域

の
青
年
達
と
交
流
を
深
め
あ
い
ま

し
た
。

次
の
日
は
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で

の
海
づ
り
等
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
天
候
が
悪
く
、
残
念
な
が

ら
全
て
の
日
程
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

次
回
は
三
八
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

○
平
成
６
年
度
成
人
式

日
時

八
月
十
五
日
（
月
曜
旦

午
前
十
時
か
ら

場
所

津
軽
海
峡
文
化
館

対
象
者

昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十

年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
方

○
子
供
会
合
同
ね
ぶ
た
運
行

八
月
十
三
日
（
土
曜
日
）
に
子

供
会
の
合
同
ね
ぶ
た
を
午
後
七

時
か
ら
犬
佐
井
・
古
佐
井
地
区

を
運
行
い
た
し
ま
す
。

冫毎 イ乍言司 未 言羊

イ乍由ヨ ラ祕言羊

四
方

を
海

に
囲
ま

れ
た
国
、

日
本
。

わ
れ

わ
れ
日

本
人

が
慣

れ
親
し

ん
で

き
た
海

を
歌
っ
た

童
謡
・

唱
歌

は
、
数

多
く

生
み

出
さ

れ
て

い
ま

す
。「

う
み
は
ひ

ろ

い
な
大
き

い
な
…
…
」

で

始

ま
る
「

う
み
」

や
「

わ
れ
は

海

の
子
」

な
ど
。

広
く
愛

唱

さ
れ

て

い
る
も
の

ば
か
り
で

す
。

千

変
万
化
、

つ
ま

り
、
季

節

や
天

候
、
時
間

に
よ

り
、

無
限
の

変

化
を
見

せ
る

海
に
は
、

創
造
力

を
無
尽

蔵
に
駆

り
立
て

る
力

ぶ

あ
る

か
ら
な

の
で
し

ょ
う
。

今

回
紹
介
す

る
文

部
省
唱

歌

「

海
」

は
、

大
正
二

年
（
一

九

匸
二
年
）
、
『
尋
常

ホ

学
唱

歌
（

五
）
』
に
発

表

さ
れ
ま
し

た
。

こ

れ
は
、

日
本
で

初

め
て
、

学
年
別

に

編

集
さ
れ

た

キ
学

校

倡

歌

心
教

科
書
で
、

発

表
当
時

は
作
者

に

関
す

る
記

述
は

あ
り

ま
せ

ん
で
し

た
。

後

年

に
な
っ
て

、
作
詞
・

作

曲
者

夕
明

ら

か
に
さ

れ
た

曲

も
多

い
の
で

す
が

、
こ
の

曲
に

っ

い
て
は

い
ま
だ

特
定

さ
れ
て

い

ま
せ
ん
。

明

る

い
昼

の
海

と
、
漁

火

が

淡

く
映
え

る
夜
の

海
と

を
う
た

い
上

げ

る
と
い
っ

た
、
情

景
描

写

心
な
か

に
時
間

的
な

対
比

を

織
り

込
ん
で

い

く
手
法
は

、
同

じ
唱

歌
集

に
あ

る
「
冬
景

色
」

な
ど

に
も
用

い
ら

れ
て

い
る
も

の
で

す
。
長

音
階

で
書

か
れ
た

旋
律

は
、

自
然
で

伸
び

や
か

な

流

れ
を
も

ち
。「
見

よ
昼

の
海
」

を
繰

り
返
す

こ

と
に
よ
っ

て
、

曲
全

体

夕
お
お
ら

か
に
締

め
く

く
ら

れ
て

い
ま
す
。

ご
こ

ろ
で

蛇
足
で
す
ら
、「

海
」

に
は

有
名

な
替

え
歌

が
存

在
し

て

い
ま
す
。

音
楽

的
に

も
高

い

評

価
を
受
け

る
こ

の
調

べ
を
、

「

松
原
ｙ
」
Ｉ

ち

ゃ
ん

消
ゆ

る

か
Ｉ

ち

ゃ
ん
…
…
」

と

口
ず
さ

ん

だ
人
も

多
い
の

で
は

な
い
で

し
ょ

う

か
。

―

佐

野

靖

－

（
東

京
芸

術
大
学

助
教
授

）



町

内

対

抗

ナ

イ

タ

ー

リ

フ

ト

ポ

ー

ル

大

会

第
六
回
健
康
づ
く
り
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
六
日
開

幕
し
ま
し
た
。

連
日
、
佐
井
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
は
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

七
月
十
九
囗
ま
で
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○

男
子
の
部

川

目

１４
－

９

川
台

Ｂ

磯

谷

１９
－

４

川
台

Ａ

日

の

出

６
－

２

川

原

町

大
新
緑
Ａ

４
－

１３

新

浦

原

田

１３
－

７

大
新
緑
Ｂ

川

原

町

１
－

５

川
台

Ｂ

大
新
緑
Ａ

９
－

１３

川
台

Ａ

原

田

１８
－

７

矢

越

日

の

出

１４
－

７

川

目

○
女
子
の
部

矢

越

２
－

９

大

新

緑

日

の

出

２
－

１０

新

浦

川

原

町

８
－

１

矢

越

日

の

出

７
－

４

川

台

矢

越

２１
－

６

新

浦

日

の

出

９
－

１６

大

新

緑

矢

越

８
－

６

川

台

新

浦

１
－

１６

川

原

町

大

新

緑

４
－

３

川

台

佐
井
村

連
合

子

ど

も
会

球

技

大

会

七
月
十
七
日
㈲
佐
井
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
連
合
子
ど
も

会
球
技
大
会
・
体
育
館
で
は
ロ
ー

プ
ハ
ン
ヤ
ン
ピ
ン
ク
の
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
フ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
部

優

勝

牛
滝
子
ど
も
会
Ａ

準
優
勝

あ
す
な
ろ
子
ど
も
会

第
三
位

は
ま
な
す
子
ど
も
会
Ａ

第
三
位

青
空
子
ど
も
会
Ｂ

○
ロ
ー
プ
ハ
ン
ヤ
ン
ピ
ン
ク
の
部

第
一
位｛

牛
滝
子
ど
も
会
Ｃ

第
二
位

日
の
出
子
ど
も
会
Ｂ

第
三
位

あ
す
な
ろ
子
ど
も
会
Ｂ

子
ど
も
の
水
の
事
故
を
防
ぐ

親
が
必
ず
付
き
添
っ
て
目
を
配
る

夏
に
な
る
と
増
え
る
の
が
、

水
の
事
故
で
す
。
波
に
さ
ら
わ

れ
た
り
、
急
流
に
の
ま
れ
た
り
、

思
わ
ぬ
深
み
に
は
ま
っ
た
り
し

て
命
を
失
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
悲
惨
な
水
の
事
故
は
、

自
ら
の
不
注
意
や
周
囲
の
目
が

行

き
届
か
な
か
っ
た
と

い
う

ケ
ー
ス
で
起
き
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

疲
れ
て

い
る
と
き

に
水

に

入
っ
た
り
、
酒
を
飮
ん
で
い
る

の
に
泳
い
だ
り
す
る
こ
と
は
、

通
常
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
際
こ
の
よ
う
な
例

で
亡
く
な

る
方
が

い
る
の
で

す
。
徹
夜
仕
事
の
後
や
深
酒

を
し
た
後
に
泳
ぎ
、
心
臓
発
作

を
起
こ
し

て
亡

く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。海

水
浴
や
川
遊
び
に
行
く
と

き
は
、
飲
酒
を
控
え
、
体
調
を

万
全
に
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
遊
泳
中
に
け

い
れ

ん
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
十
分

に
準
備
体
操
を
し
て
か
ら
水
に

入

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

親

の

注

意

で

防

げ

る

こ

と

が

多

い

周
囲
の
目
が
行
き
届
か
な
く

て
、
幼
い
命
を
失
っ
て
し
ま
っ

た

例

も

あ

り

ま

す
。

親

が

ち
ょ
っ
と
目

を
離
し
た

す
き

に
、
園
児
四
人
が
川
で
足
を
滑

ら
せ
て
転
落
し
て
し
ま
い
、
そ

の
ま
ま
流
さ
れ
て
、
全
員
が
亡

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
三
人
で
川
へ
魚
釣
り
を

見
に
行
き
、
一
人
が
足
を
滑
ら

せ
転
落
し
行
方
不
明
と
な
り
、

八
日
後
に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た

悲
惨
な
ヶ
Ｉ
ス
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
水
の
事
故
は
、
親

が
注
意
し
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
、
海
や
水
辺
に
行

か
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
水
辺
に
行
く
と

き
は
、
親
が
必
ず
付
き
添
っ
て

目
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。



保健婦だより

＝しのびよる歯周病＝

若いうちから

歯ぐきを丈夫にしよう

歯

と

健

康

国

一

生

自

分

の

歯

で

食

べ

よ

う

日

本
は
世
界

一
の
長
寿
国
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
令
の
長
寿

に
比

べ
歯
の
長
寿
は
そ
れ
ほ
ど
で

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
は
私
達
の
健
康
に
と
っ
て
と

て
も
重
要
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自

分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、

健
康
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
『
歯
』
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
よ

（
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

圓

「
８

０

２

０

運

動

」

８０
歳
に
な
っ
て
も

２０
本
の
歯
を

残
そ
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
歯
は
も
の
を
食
べ
る

だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健
康
に
影

響
し
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
歯

が
２０
本
以
上
あ
る
人
は
、
年
を

と
っ
て
も
ボ
ヶ
や
寝
た
き
り
の
人

が
少
な
い
と
い
わ
れ
、
歯
を
失
な

わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
長
寿

時
代
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

固

歯

槽

膿

漏

の
こ

わ

さ

歯
の
病
気
に
は
、
大
き
く
分
け

て
む
し
歯
と
歯
槽
膿
漏
が
あ
り
ま

す
。
む
し
歯
は
歯
の
病
気
で
、
歯

槽
膿
漏
は
歯
ぐ
き
の
病
気
で
す
。

多
く
の
日
本
人
は
、
４０
才
を
過

ぎ
る
と
歯
を
失
い
は
じ
め
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は
歯
槽
膿
漏
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
ぐ
き
の
中
味
は
骨
で
す
。
こ

の
骨
に
歯
の
根
が
埋
ま
っ
て
い
ま

す
。
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
あ
る
歯

垢
（
プ
ラ
ー
ク
…
…
い
わ
ゆ
る
（

ク
ソ
と
も
い
う
）
か
ら
膿
漏
歯
が

出
、
骨
に
入
り
こ
む
と
長
年
の
間

に
歯
ぐ
き
の
骨
が
溶
け
て
い
き
、

歯
の
根
は
支
え
を
失
っ
て
グ
ラ
グ

ラ
に
な
り
、
つ
い
に
は
抜
け
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
歯
槽
膿
漏
で

む
し
歯
と
違
っ
て
自
覚
症
状
が
弱

く
、
知
ら
ぬ
間
に
進
行
す
る
怖
い

病
気
で
す
。

国
歯
ぐ
き
の
は
れ
と
出
血
は

注

意

信

号

歯
槽
膿
漏
は
、
歯
の
ま
わ
り
の

歯
ぐ
き
が
は
れ
て
、
出
血
す
る
病

気
（
歯
肉
炎
）
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
抜
け
ま

せ
ん
し
、
正
し
い
治
療
や
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
健

康
な
状
態
に
も
ど
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
だ
し
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
炎
症
は
少
し
ず
つ
歯
の
根
も

と
の
ほ
う
に
進
み
は
じ
め
ま
す

（
歯
周
炎
）
。

歯
周
炎
の
お
も
な
症
状
は
、
歯

の
ま
わ
ひ
に
深
い
み
ぞ
が
で
き
る

こ
と
で
す
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
上

。

こ
の
み
ぞ
は
、
歯
を
支
え
て
い
る

組
織
が
壊
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で

３
～
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
重

症
に
な
る
と
１０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
深
さ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
み

ぞ
の
中
に
細
菌
が
す
み
つ
き
、
ま

す
ま
す
炎
症
が
強
く
な
り
、
口
臭

も
強
く
な
り
、
出
血
や
う
み
が
た

ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
み
ぞ
の

中
に
細
菌
の
死
が
い
が
石
灰
化
し

た
歯
石
が
で
き
て
、
細
菌
の
た
ま

り
場
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
な
る
と
自
然
に
な
お
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
一
生
懸
命
や
っ
て
も
中
の
部

分
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
い
、

歯
ぐ
き
を
つ
く
っ
て
い
る
組
織
は

み
ぞ
の
中
の
細
菌
が
出
す
毒
に

よ
っ
て
壊
さ
れ
、
歯
を
支
え
て
い

る
部
分
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
重
症
に
な
る
と
、
ひ
と
り
で

に
歯
が
動
き
、
位
置
が
変
わ
っ
た

り
、
固
い
も
の
を
か
む
と
歯
が
抜

け
る
な
ど
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ Ｉ ／］の 保 健 事 業

３日（水）

１０日（水） 健康相談日

１７日［水

］

受付時間

２５印判 午前９時～招時

場所 役場健康相談室

電話での相談も受付けします

ので、お気軽にご利用くださ

し稲

２４囗（水） リハビリ教室

場所 あすなろ

時間 午後１時～

午後３時３０分まで

２４日冰） 磯谷地区健康教室

場所 漁民研修センター

時間 午後ら時３０分～

午後８時３０分まで

３０日㈹ 乳児・三歳児健診

場所 振興センター

受付時間 １２時３０分～

午後１時まで

対象児

（乳児）平成５年８月生～

平成５年１０月生

平成６年１月生

平成６年４月生

（三歳児）

平成３年１月生～

平成３年３月生

●歯 槽 膿 漏 の 自 己 チ ェ ッ ク 法

①歯を磨くと歯ぐきから出血

する

⑧歯ぐきか暗紫色をしている

③歯肉を押すとうみかでる

④歯かグラグラする

⑤腐つたような口臭がする

⑥歯と歯の間にすき間ができ
てきた

⑦歯が長くなったように思え

る

⑧歯ぐきがムズムズすること

かある

⑨歯ぐきか赤くはれている

⑩朝起きると、唾液がねばつ

く



回

歯

垢

・

歯

石

を

予

防

し

よ

う

歯
を
と
り
巻
く
病
気
（
歯
周
炎

患
）
の
原
因
は
、
歯
の
表
面
に
す

み
つ
い
た
細
菌
の
集
団
、
つ
ま
り

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
で
す
。
歯
垢

を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を

「
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

い
い
ま
す
。
プ
ラ
ー

ク
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
を
心
が
け
る
た
め
に
も
図

２
①
～
①

の
こ

と
を
注
意
し
ま

ま
た
歯
石
は
、
い
っ
た
ん
つ
い
て

し
ま
う
と
自
分
で
は
と
れ
ま
せ
ん
。

歯
科
医
で
年
に

Ｉ
～
二
回
と
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

回
か
み
ご
た
え
の
あ
る

食
べ
物
を
よ
く
か
も
う

よ
く
か
む
こ
と
は
健
康
に
な
る

こ
と
に
っ
な
が
り
ま
す
。
か
み
ご

た
え
の
あ
る
食
物
を
一
口
２０
～
３０

回
以
上
か
み
ま
し
ょ
う
。

か
む
こ
と
の
効
用
は
次
の
と
お

り
で
す
。

―
。
食
物
の
消
化
を
助
け
る

２
．
あ
ご
の
発
達
を
よ
く
す
る

３
．
脳
の
働
き
を
活
発
に
す
る

４
．
味
や
歯
ご
た
え
を
楽
し
み
、

満
足
感
を
え
る

５
．
気
分
が
落
ち
つ
き
、
イ
ラ

イ
ラ
を
解
消
す
る

６
．
食
べ
す
ぎ
を
お
さ
え
る

７
．
だ
液
の
分
泌
が
よ
く
な
る

※

歯
科
相
談
に応

じ
て
い
ま
す
。

村
で
は
ね
た
き
り
や
、
体
が
不

自
由
で
歯
科
診
療
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
方
の
歯
科
治
療
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

① 朝、昼、夜と食事が終わつ

たら、ブラッシングを する習

慣をつけましよう
Ｏ

② バうンスのとれた食事
をしましよう。

③ 新鮮な野菜もたくさん
食べましよう。

④ 間食はやめましよう。

固いものをしっかりかじる

最近の食べ物はやわらか

いものばかり増えてきまし

た。果物類も固いものより

やわらかいもののほうが売

れているそうです。たとえ

ばリンコが減って、オレン

ジやメロンなどが増えてい

ます。梨などもやわらかい

ものが好まれているようで

す。

しかし、アｊの

発育や歯の健康の

ためには、かみこ

たえのあるものを

食べるのが一番よ

いのです。セロリ

やキャベツ、ニン

ジンを生のままで

しつかりかじつて

みませんか。

犬にもある歯の病気

みなさん は犬や ねこを 飼っていよ すか。最近

のペット は人 間と同じや わらかい食事をとって

いる ので 、ムシ 歯や 歯槽 膿漏がとても 増えてい

ます。もし ペット がい たら 、一度その歯を見て

く ださい 。歯石ががっちり つい ているの におど

ろく はすです。アメリカ ではもうとっく に、犬

の歯ぐき の矯正装置ま でつくられ ていま すＯ歯

なら びが悪いと犬のコン テストには勝 てないそ

うです。犬も 人間な みにな ってきまし たね。

歯 を 保 護す る だ゙
糺

た滾は１日に１リットルから１．５リットルも

分泌されています。た液には抗菌作用や殺菌

作用かみとめられています。しかし一般に一

番大きな作用をしているのは、歯や口腔粘膜

に対する保護作用です。薬や緊張によってだ

液の分泌がとまると、囗はかわき、正しい発

音すらできなくなってしまいます。

歯 の み が 吉 方
①ヨコみがき

十分には汚れ がと れない。

歯や歯ぐきを傷めや すい。

⑦スクラッピング法

ブ ラシの毛先を 歯に直角にあ て 、

小刻みに振動さ 廿て磨きま すＯ

③ローリング法

上の歯は上から下へ，下の歯は下から上

へ，上下別々に磨さます。歯ぐきの方から

歯の方に向かつて，回転させて磨きますＯ

④バス法

歯と歯ぐきの

境目にブラシ

を ４５度 にあ

て、小刻みに

振動さ廿て磨

きますＯ歯と

歯ぐきの間の

溝の中も清掃

できます。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

消

費

税
（

個

人

事

業

者

）
の

中

間

申

告

個
人
事
業
者
で
平
成
五
年
分
の

消
費
税
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る

方
は
、
中
間
申
告
と
納
付
を
年
一

回
又
は
年
三
回
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
五
年
分
の
消
費
税
額
が
六

十
万
円
を
超
え
五
百
万
円
以
下
の

方
は
、
平
成
五
年
分
の
消
費
税
額

の
二
分
の
一
を
八
月
三
十
一
日
ま

で
、
五
百
万
円
を
超
え
る
方
は
四

分
の
一
を
乗
じ
た
金
額
を
五
月
・

八
月
・
十
一
月
の
末
日
ま
で
申
告

と
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
を

お
忘
れ
な
く
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
番

号
は
七
八
二
（
中
間
申
告
の
方
法
）

で
す
。

保

険

と

税

〔
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
〕

あ
な
た
自
身
や
あ
な
た
の
家
族

を
受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
料
、

簡
易
生
命
保
険
料
、
生
命
共
済
の

掛
金
な
ど
を
支
払
っ
た
と
き
は
、

そ
の
年
中
の
支
払
い
額
に
応
じ
て

一
定
額
（
最
高
十
万
円
）
が
生
命

保
険
料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年
の

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

〔
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
〕

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
き
、
一

時
金
や
年
金
を
受
け
取
っ
た
場
合

は
、
そ
の
保
険
料
を
だ
れ
が
負
担

し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
相
続
税

若
し
く
は
贈
与
税
又
は
所
得
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は
、
四
二
六
番
（
生
命
保
険

料
控
除
）
、
二
六
四
（
死
亡
保
険

金
と
税
え
）
で
す
。

財

産

の

運

用

と

税

財
産
の
運
用
に
よ
る
所
得
は
、

そ
の
所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
、
利

子
所
得
、
配
当
所
得
、
事
業
所
得
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
、
雑
所
得

に
区
分
さ
れ
、
そ
の
課
税
の
方
法

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
う
ち
、
利
子
所
得
（
預
貯

金
や
公
社
債
の
利
子
及
び
貸
付
信

託
や
金
銭
信
託
等
の
収
益
の
分
配

金
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

二
十
％

の
税
率
で
源

泉
徴
収

さ

れ
、
こ
れ
で
納
税
が
完
了
す
る
「
源

泉
分
離
課
税
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
お
年
寄
り
の
方
な
ど
に

対
し
て
は
、
利
子
所
得
の
非
課
税

制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
匚
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
番

号
は

Ｉ
〇
二
（
配
当
所
得
の
課
税

の

し

く

み
）
、

一

一

五

（
利

子

所

得

の

課

税

の

し

く

み

）

で
す

。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
よ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
八
月
の
支
払
い
を
受
け
た

ら
国
民
年
金
証
書
を
自
分
の
住
ん

で
い
る
市
町
村
役
場
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
は
、
金
額
か
国

の
負
担
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
年
齢
の
全
て
の
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。本

人
が
他
の
公
的
年
金
制
度
か

ら
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
や
、
本
人
や
配
偶
者
、
扶
養

義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
で
あ
っ
た
と
き
は
、
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
人
や
家
族
の
前

年
の
所
得
状
況
な
ど
を
調
査
し

て
、
今
年
の
八
月
か
ら
来
年
の
三

月
ま
で
の
支
給
額
が
決
め
ら
れ
、

証
書
仁
記
入
さ
れ
ま
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
、
十
一
月
に

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。



国

民

年

金

の

加

入

手

続

き

を
し

ま
し

ょ

う

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
し
て
い
る
公
的
年
金

制
度
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
で
あ
れ
ば
誰
も
が
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
職
業
に

よ
几

二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
第
一
号
被
保
険
者

学
生
、
農
業
、
自
営
業
な
ど

の
人
と
、
そ
の
配
偶
者
。

○
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人
。

○
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
。

国
民
年
金
は
老
後
は
も
ち
ろ

ん
、
病
気
や
不
慮
の
事
故
で
体
が

不
自
由
に
な
っ
た
と
き
、
一
家
の

働
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
て
、
本
人
や
家
族

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
制
度
で

す
。二

十
歳
に
な
っ
た
ら
、
住
所
地

の
市
町
村
役
場
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
社
を
退
職
す
る
な
ど

し
て
、
先
に
あ
げ
た
被
保
険
者
の

種
別
が
変
更
に
な
り
、
第
一
号
や

第
三
号
に
該
当
し
た
場
合
に
も
、

忘
れ
ず
に
加
入
（
種
別
変
更
）
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年

金

標

語

大

募

集

／

’

青
森
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま

か
ら
「
年
金
」
を
よ
り
身
近
な
も

の
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
標

語
」
を
募
集
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
、
青
森
県
知
事
か

ら
の
賞
状
と
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

「
暮
ら
し
と
年
金
」

※
標
語
に
は
必
ず
「
年
金
」
の

文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

」
応
募
方
法

（

ガ
キ
に
①
標
語
②
住
所
③
氏

名
④
年
令
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、

一
Ｔ
Ｏ
三
〇

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
－

一

青
森
県
生
活
福
祉
部
国
民
年
金
課

年
金
標
語
募
集
係

ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
数
は
一
人
何
点
で
も

結
構
で
す
。

■
応
募
締
切

平
成
六
年
八
月
三
十
一
日

一

発
表

十
一
月
に
青
森
市
で
開
か
れ
る

「
国
民
年
金
展
」
会
場
で
発
表
し

ま
す
。
ま
た
、
以
後
の
各
種
広
報

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
応
募
さ
れ
た
作
品
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

夏
の
夕
暮
れ
ど
き
、
庭
木
な
ど

に
ま
い
た
水
が
、
露
に
な
っ
て
木

の
葉
の
上
を
こ
ろ
が
り
落
ち
る
様

は
さ
わ
や
か
で
、
昼
の
暑
さ
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

水
打
ち
て

露
こ
し
ら
え
る

門
辺
か
な

太
祗

打
ち
水

の
こ
ろ
が

る
玉

を

見

て
通

る

飯
田

蛇
笏

打
ち
水

は
、
も

と
も
と
街

路
や
路
地

の
ほ
こ
り

が
舞

い

立
つ
の

を
し

ず
め

る
た
め

の

も
の
で
す
。「
水
を

ま
く
」

と

も
い
い
ま
す

が
、

バ
ケ
ツ

と

ひ
し

や
く

を
使
っ
て

勢
い
よ

く
ま
く
た

め
に
、
「
水
を

打
つ
」
と

い
う
表
現

と
な
っ

た
の
で
し

ょ
う

か
。い

ま
で

も
、
夏

の
暑

い
盛

り
や

夕
暮
れ

時
に
は
、

家
の
前

の
道
や

庭
な
ど

に
打
ち
水

を
さ

れ
る
方
は

少
な
く

な
い
よ
う
で

す
。

こ
う
す

る
と
、
ほ

こ
り
が

舞
わ

な
く
な

り

ま
す
し
、

地
面

の
温
度

が
冷
や

さ

れ
て
、

涼
し

さ
を
感
じ

ま
す
。

料
亭

な
ど
で

は
、
庭

の
飛
び
石

や
灯
籠

に
水
を

か
け
、

さ
わ
や

か

さ
を
演

出
し

て

い
ま
す
。

ま
た
茶

道
で
は
、

水
を
打

っ
て
お

客
様
を

迎
え

る
作
法
が

あ
り
ま
す

。

都
会

の
道

路
や
公
園

な
ど
で
は
、

散
水

車
が

ゆ
っ

く
り

と
走
る
風
景

が

見
ら
れ

ま
す
。
散

水
車

が
登
場

す

る
前
は
、
木

の
車

に
水
槽

を
乗

せ

、
散
水
す

る
人
が
開

閉
機
を

使

っ
て

後
部

か
ら
水
を

出
し

て
散
水

し
て

い
た
よ

う
で
す
。

最
近
は

ほ

と

ん
ど
の

道
路
が
舗

装
さ
れ
て

い

る
の
で
、

散
水
車

を
あ
ま

り

見
か
け

な
く
な

り
ま
し

た
。

と
こ

ろ
で
、
夏

は
水
不
足

に
な
り

や
す

い
時
期
－

打

ち
水

ど
こ
ろ

か
、

生
活
用

水

に
も
こ

と
欠
く
こ

と
が

あ
り

ま
す
。
（

月
一
日

は
「
水

の

日
」
、
こ

の
日

か
ら
一
週
間

が

「

水

の
週
間
」
で

す
。

一
人
一
人

が

水

の
大

切
さ
を
考
え
、

工
夫
し

て

利

用
し
た

い
も
の
で

す
ね
。



＝温水なら血行をよくする＝

体
か
ら
汗

が
出
る
の
は
、
体
温

を
い
つ
も
一
定
に
保
と
う
と
す
る

体
の
機
能
で
す
。
さ
ら
に
、
体
か

ら
出
る
さ
ま
ざ
ま
な
老
廃
棄
物
を

排
せ
つ
す
る
と
い
う
作
用
も
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
汗
は
皮
膚
を

べ
と
つ
か
せ
、
気
持
ち
の
い
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
お
湯
や
水
を
入
れ
た
た
ら

い
に
入
っ
て
体
を
洗
う
行
水
は
夏

の
風
物
詩
で
し
た
。
体
の
表
面
に

つ
い
た
汗
や
ホ
コ
リ
を
簡
単
に
洗

い
流
せ
る
う
え
に
、
手
軽
に
涼
感

を
味
わ
え
ま
し
た
。
行
水
は
、
先

人

が
考
え
た
夏

の
生
活

の
知
恵

だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
い
ま
は
行
水
に
代
わ
っ

て
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
人
が
多

い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

シ
ャ
ワ
ー
も
行
水
と
同
様
に
汗
線

や
毛
穴
を
清
潔
に
し
、
涼
感
が
味

わ
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

温
水
シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
温
め
る
と

血
行
が
よ
く
な
り
、
新
陳
代
謝
を

高
め
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
を
効
果
的

に
使
え

ば
、
ひ
ざ
の
痛
み
や
腰
痛
を
や
わ

ら
げ
る
手
段
と
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
温
め
て
は
い
け
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
、
医
師
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
三
十

八
度
ぐ
ら
い
の
湯
の
浴
槽
に
十
分

前
後
つ
か
っ
て
、
体
を
温
め
ま
す
。

次
に
十
七
度
ぐ
ら
い
の
シ
ャ
ワ
ー

を
一
分
間
ほ
ど
痛
み
の
あ
る
ひ
ざ

や
腰
に
集
中
し
て
か
け
ま
す
。
温

ま
っ
た
痛
い
部
分
に
刺
激
を
与
え

て
、
血
管
の
収
縮
や
拡
張
を
促
し
、

血
行
を
よ
く
し
ま
す
。
そ
の
後
、

お
湯

に
五
分
間
ほ
ど
つ
か
り

ま

す
。
こ
れ
を
五
回
ほ
ど
繰
り
返
し

ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
と
は
違
い
ま
す
が
、

日
本
に
は
昔
か
ら
「
打
た
せ
湯
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
岩
の
割

れ
目
な
ど
か
ら
落
ち
る
、
自
然
に

わ
き
出
る
お
湯
や
水
に
打
た
れ
る

も
の
で
す
。
温
度
や
落
下
す
る
圧

力
の
作
用
を
、
肩
凝
り
や
腰
痛
な

ど
の
治
療
に
利
用
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
痛
い
部
分
の
血
行
が

よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

。自
然
の
大
型
シ
ャ
ワ
ー
”
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

む っ 総 合 病 院

休 診 日 の お 知 ら せ

８月１８日（木曜日）は、病

院創立記念日のため、休診と

なります。ご注意ください。

ただし、救急患者について

は、受け付けします。

観 光 リ フ Ｌノ ツ シ ュ

ー ゆとりとマナーで楽しい旅一一

８月１～フ日は「観光週間」です

満１鑞になります

後 藤 駿 平 ちゃん

（重城・小巻）大佐井

辻 梨 央 ちゃん

（敏明・淳子）糠 森

戸籍の窓口
７月１４日現在

○お 誕 生お めで とう

能登 郁恵 （秀樹） 古佐 井

宮木 祐 斗 （ 岳 ） 大佐 井

石 川 原星 奈 （義 一） 矢 越

まさあき
加藤 雅 昭 （文 昭） 原 田

○ご 結 婚おめ でと う

（ 柳田 修 福 浦

湊 谷 育 美 川内 町

（ 内田昇 次郎 長 後

庄子 典子 宮城 県

（ 宮川 亮 一 大佐 井

釜田 美 幸 大畑 町

（ 小 谷 勝 美 古佐 井

小田二 三 代 東京 都

（ 月岡 秀 明 東京 都

横浜江 利 子 磯 谷

（ 須藤 一 樹 古佐井

館脇ま ゆ み 大佐井

○ おく や み申し 上げ ま す

川 越 レッ （正 一） 古佐井

刔 固人のプライバシーを尊重する意

味で掲載してほしく ない方は、届

出の際、係に申し出て下さい
Ｏ

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，ワ４６（土 Ｏ）

女 １，ワ６５（土 Ｏ）

計 ３，５１１（士Ｏ）

世帯数 川 ０９（＋１）
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